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近年、さまざまな分野で、現場の業務効率化
や熟練技術者の世代交代による人財育成など
多くの課題に直面しており、これらの課題を
解決するため、IoTやAIなどのデジタル技術を
活用したデジタルトランスフォーメーション
の取り組みが進められています。

その取り組みの一つとして、工場、発電所、
駅や道路など交通インフラの現場近くにコン
ピュータを配置して、収集した情報をそのコン
ピュータで分析し、すばやく有益な情報を現場
にフィードバックしています。

現場近くにコンピュータを配置することから、
エッジコンピューティングと呼ばれるこの技
術を、日立ではミッションクリティカルなIoT
を実現する重要な要素として捉えています。

日立の制御エッジコンピュータCE50 は、
エッジコンピューティングを実現するための要
となる機器です。OpenVINOTMというディープ
ラーニングを実行するための基盤を搭載し、
あらかじめ用意されている、ソフトウェア・
ツールキットの利用によって、最新のアプリ
ケーションの開発における導入の簡素化およ
び高速化を実現できます。例えば、画像解析
を活用した不審者の発見や製品不良の検知な
ど広い分野で活用できます。

また、CE50とクラウドを組み合わせたシス
テムを構築することで、より広い範囲での分
析が可能になると共に、CE50で収集した情
報をクラウドで学習し直して、CE50の学習
済みモデルを更新することも可能になります。
これによって、環境の変化に応じて常に高い
精度でAIによる推定結果を活用できます。
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